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令
和
七
年
も
年
末
と
な
り
ま
し
た
が
同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、そ
れ
ぞ
れ

の
お
立
場
で
日
々
ご
活
躍
の
こ
と
と
ご
推
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
員
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、同
窓
会
の
親
睦
、学
生
支
援
等
が
順
調
に
行
え
て
い
る

こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
同
窓
会
は
、大
学
の
沿
革
と
共
に
同
窓
会
と
し
て
の
歴
史
を
背
負
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

設
立
当
初
の
状
況
等
に
つ
い
て
第
一
回
卒
業
生
の
方
か
ら
お
聞
き
し
て
い
る
範
囲
で
触
れ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。本
年
は
戦
後
八
十
年
で
す
が
、本
学
は
、昭
和
二
十
五
年
に
市
街

地
建
築
物
法
が
建
築
基
準
法
に
変
わ
り
、戦
禍
で
焼
け
野
原
と
な
っ
た
前
橋
市
の
復
興
の

為
と
、日
本
の
発
展
の
為
に
、建
築
・
土
木
の
技
術
者
の
養
成
が
急
務
と
な
り
ま
し
た
。戦

災
復
興
で
厳
し
い
財
政
下
で
前
橋
市
議
会
の
ご
理
解
の
元
、大
学
設
立
に
向
け
て
熱
い
情

熱
で
、議
員
の
方
、市
役
所
の
設
立
準
備
の
方
々
が
文
部
省
に
日
参
し
、大
変
な
ご
苦
労
の

元
、仕
事
を
し
な
が
ら
学
べ
る
夜
間
の
短
期
大
学
と
し
て
昭
和
二
十
七
年
に
開
学
と
な
り

ま
し
た
。戦
後
の
復
興
、高
度
成
長
期
に
本
学
の
卒
業
生
は
社
会
貢
献
が
で
き
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。日
本
の
発
展
と
共
に
、夜
間
の
短
期
大
学
と
し
て
の
存
在
意
義
が
薄
れ
四

年
制
の
大
学
へ
の
改
革
が
必
要
と
な
り
、前
橋
工
科
大
学
初
代
学
長
の
道
脇
先
生
の
采
配

の
元
、ま
ず
昼
夜
の
短
期
大
学
へ
改
変
し
三
年
後
の
平
成
九
年
に
三
学
科
昼
夜
開
講
の
四

年
制
の
前
橋
工
科
大
学
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。現
在
は
二
学
群
六
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

博
士
課
程
迄
併
設
し
た
大
学
へ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。夜
間
の
短
大
か
ら
四
年
制
に
改
革

さ
れ
る
過
程
に
於
い
て
は
廃
学
案
も
浮
上
し
て
お
り
ま
し
た
。私
は
、大
学
の
在
り
方
に

常
に
目
を
向
け
な
が
ら
、存
在
意
義
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。同
窓
会
と
し

て
は
、本
会
の
目
的
で
あ
る「
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
り
工
科
大
の
発
展
に
寄
与
す
る
。」

こ
と
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
の
大
学
等
に
つ
い
て
詳
し
く
ご
確
認
さ
れ
た
い
方
は
、本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ア
ク
セ
ス
を
試
み
て
く
だ
さ
い
。

　
今
後
も
本
学
が
更
な
る
発
展
を
す
る
よ
う
、理
事
長
、学
長
を
は
じ
め
と
し
た
大
学
関
係
者

の
皆
様
、及
び
、後
援
会
の
皆
様
と
連
携
し
て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。戦
後
八
十
年
と
な
り
日
本

の
歴
史
を
振
り
返
り
、真
の
日
本
人
と
し
て
の
在
り
方
を
見
つ
め
直
す
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。

　
末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、同
窓
会
員
の
皆
様
の
更
な
る
ご
発
展
、ご
健
勝
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
さ
ま
へ

敷地最南端の駐車場より望む ５号館全景

（金井略歴：S48建築卒、H19建築卒、H21院前終了、院後 単位取得退学、現在 非常勤講師、本学1号館（SRC 造 ）構造設計 ）
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本
年
４
月
よ
り
理
事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
西
薗
大
実
（
に

し
ぞ
の
ひ
ろ
み
）と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
い
つ
に
も
増
し
て
暑
い
夏
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
変
化
の
中
で
生
命
と
生
活
を
維
持
し
、
持
続
可
能
な
社

会
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
学
の
理
念
、
自
然
と
人
と
の
共
生
な
ら
び
に
持

続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
構
築
に
貢
献
す
る
知
的
基
盤
の
創
造
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
化
的

で
健
康
な
市
民
生
活
の
実
現
に
寄
与
し
、
地
域
と
社
会
の
発
展
と
福
祉
に
貢
献
す
る
工
学
を
追
求
す
る

と
い
う
こ
と
を
改
め
て
思
い
起
こ
し
、
次
代
に
通
用
す
る
大
学
を
作
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
同
窓
会
の
皆

様
に
は
、
益
々
の
ご
支
援
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
長
挨
拶

理
事
長　
西　
薗　
大　
実

　
今
年
度
の
同
窓
会
の
総
会
の
時
に
も
少
し
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
の
で
す
が
、４
月
に
学
長
に
就
任
し
て
以
来
こ
れ
ま
で
、思
っ

て
い
た
以
上
に
多
く
の
方
か
ら
「
実
は
卒
業
生
で
す
」
と
い
う
お

言
葉
を
頂
戴
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
前
橋
市
立
工
業
短
期
大
学
時

代
に
お
勤
め
と
両
立
し
な
が
ら
苦
労
し
て
卒
業
さ
れ
た
方
、
市
や
県
の
役
所
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
、

思
い
が
け
ず
身
近
な
方
な
ど
、
そ
の
た
び
に
在
学
し
て
お
ら
れ
た
頃
の
お
話
を
伺
い
な
が
ら
、
本
学
へ

の
皆
様
の
想
い
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
若
者
の
数
が
少
な
く
な
り
、
大
学
の
社
会
の
中
で

の
立
ち
位
置
が
次
第
に
変
化
し
て
い
く
中
で
、
同
窓
生
の
皆
様
の
熱
い
想
い
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
前

橋
工
科
大
学
が
学
生
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
、
安
心
し
て
学
び
を
深
め
ら
れ
る
場
、
と
し
て
あ
り
続
け
ら

れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
の
ご
支
援
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

学
長
挨
拶

学
長　
中　
村　
建　
介

令和７年度　前橋工科大学同窓会本部役員
No. 役職名 支　部 氏　名 卒業年 卒業学科
１ 顧　問 桒原　幸夫 S.29 建築
２ 信澤　宏由 S.38 建築
３ 会　長 金井　喜一 H.19 建築
４ 監　事 金澤　壽夫 S.33 建築
５ 五十嵐　源一 S.32 建築
６

副会長

前橋 田所　秀寿 S.48 土木
７ 桐生 小島　隆幸 S.49 土木
８ 太田 星野　次夫 S.49 建築
９ 渋川・北群馬 板倉　恵二 S.50 土木
10 高崎 井草　修一 S.61 土木
11 常任理事 県庁 小林　利昭 H.３ 土木
12 前橋市役所 小林　英明 H.4 土木

　現在、支部役員を募集しております。
　ご希望の方は、二次元コードからお申し込みください。
　ご質問・ご不明な点がございましたら、前橋工科大学同
窓会（学生支援係 ）まで、お気軽にお問い合わせください。
TEL：027-265-7361

◦前橋支部
◦桐生支部
◦太田支部
◦渋川・北群馬支部

◦桐生支部
◦高崎支部
◦県庁支部
◦前橋市役所支部

同窓会連絡
フォーム

前橋工科大学同窓会支部役員募集中

活動支部

令和８年度
前橋工科大学同窓会総会のご案内

日　時：令和８年６月19日（金）午後４時～
会　場：前橋商工会議所
議題（予定）：	令和７年度同窓会事業報告について
	 令和７年度同窓会収支決算報告について
	 令和８年度同窓会事業計画（案）について
	 令和８年度同窓会収支予算（案）について
※総会終了後、懇親会を開催いたします。
　�出席ご希望の方は、電話・FAX・E-mailのいずれかで
ご連絡ください。
　�FAX・E-mailでご連絡の際は、氏名・卒業年・学科・
連絡先をお知らせください。

北海道 32

0～9名 10～99名

100～499名 500名以上

青森 56

岩手
180

宮城
67

山形
94

新潟
154

石川
48 富山

99

福井 39

福島
107

茨城
213

群馬
4,302

千葉
109

埼玉
472
東京
201
神奈川
104

栃木
376

秋田
34

山梨
58

長野
273

静岡
293

岐阜
63

愛知
150

三重
35

京都
21

滋賀
15

奈良
2

和歌山
7

大阪
16

兵庫
38

徳島 8
香川 10

高知 6

愛媛
15

大分
11

宮崎
26

鹿児島
13

長崎
8
佐賀

4
福岡
24

山口
12

島根
14

岡山
21

沖縄
4

海外
5

鳥取
10

広島
22

熊本
8

（判明者数）

令和７年度
前橋工科大学同窓会
都道府県別会員数

R7.10.1現在　計7,879人
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令和７年度　同窓会事業予定

実 施 日 事 業 内 容 備 考
令和７年
４月４日

令和７年度　入学式
令和６年度成績優秀者表彰

昌賢学園まえばしホール
（前橋市民文化会館）

５月16日 第1回　役員会 前橋工科大学
６月20日 令和７年度定期総会・懇親会 前橋商工会議所
10月２日 第40回　同窓会親善ゴルフ大会 前橋ゴルフ場
10月25日・
26日 学園祭への助成（第26回翌檜祭） 前橋工科大学

12月 前橋工科大学同窓会報 第13号発行 前橋工科大学
令和８年
１月23日

第2回　役員会
同窓会・後援会合同新年会 前橋商工会議所

３月25日 令和７年度　学位記授与式 昌賢学園まえばしホール
（前橋市民文化会館）

● 収入の部

令和７年度前橋工科大学同窓会収支予算書

科 　　目 予算額 備 　　　考
前年度繰越金 1,052,464
工科大同窓会
正会員入会金 2,960,000 預かり金から（令和６年度卒業・修了生分）

10,000×296
工科大同窓会
正会員終身会費 2,960,000 預かり金から（令和６年度卒業・修了生分）

10,000×296

雑収入 350,000 預金利子、懇親会・新年会参加費、ゴルフ
大会参加費

積立金取崩収入 0 教育文化支援基金取崩
計 7,322,464

（単位：円）

（単位：円）
科 　　目 予算額 備 　　　考

１．総務費 3,215,000
（1）会議費 40,000 監査、役員会議、総会等
（2）旅　費 22,000 同窓会役員旅費、支部総会出席等
（3）交際費 60,000 式典生花代、香典等
（4）需用費 20,000 事務用品等
（5）役務費 60,000 通信費等

（6）業務委託料 3,013,000 公立大学法人前橋工科大学への同窓会
事務局業務委託料

２．事業費 3,950,000

（1）助成金 3,250,000 各支部助成金、懇親会、会報作成、新年会、
卒業写真、卒業記念品等

（2）学生大学支援金 600,000 TOEIC表彰、学生表彰等
（3）諸支出金 100,000 学園祭実施補助、リカレント教育補助等
３．雑費 30,000

（1）支払手数料 30,000 振込手数料等
（2）雑費 0
４．予備費 127,464
予備費 127,464

計 7,322,464

● 支出の部

　令和７年３月24日(月)　昌賢学園まえばしホール（前橋市民文
化会館）にて、学位記授与式が挙行されました。
　同窓会では、卒業記念写真撮影の助成を行っています。

　令和７年10月２日(木)
に、前橋ゴルフ場にて、
親善ゴルフ大会を開催
しました。
　同窓会員の皆様や大
学教職員にご参加いた
だきました。
　天気にも恵まれ、和気
あいあいとした雰囲気
ながらも、熱戦が繰り広
げられました。

令和６年度学位記授与式

第 40 回同窓会親善ゴルフ大会

令和７年度入学式

前橋市役所支部による除草作業

　令和７年４月４日(金)　昌賢
学園まえばしホール（前橋市
民文化会館）にて、入学式が挙
行されました。
　同窓会では、成績優秀者へ
の表彰と、記念品の贈呈を行
いました。

　令和７年10月18日（土）に前橋市役所支部有志の方々による、除
草作業が行われました。毎年、学園祭前に行っていただき、気持ち
よく学園祭を行うことができています。
　お忙しい中、後輩たちのためにありがとうございました。

【成績優秀者表彰とは】
学部生３年修了時の成績上位者を、６プログラムより各３名選出し、
記念品を贈呈しております。

令和６年度TOEIC成績優秀者表彰
同窓会では、学生の英語能力向上に寄与するため、
TOEIC 公開テストの成績優秀者を表彰しています。
令和６年度の申請者は、18 名でした。

◆工学デザインプログラム
現４年・藤森和希（800）

◆医工学プログラム
現２年・広路柊（830）（685）

◆生物応用プログラム
現４年・加藤大椰（735）

◆博士前期課程
現２年・駒野翼（765）
現２年・村田拓海（650）

※掲載可の方のみ。
　（ ）内はスコア。表彰者

◆建築学科
卒業生・長島りな（700）
卒業生・谷下萌夏（705）

◆生命情報学科
卒業生・坂田拓輝（630）

◆生物工学科
卒業生・松井悠輝（625）
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※全国平均値は厚生労働省HPより抜粋
※「就職率」は、卒業年度中に就職活動を行い、卒業後速やか
に就職を希望する者（就職希望者）に対する就職決定者の割
合であり、進学・自営業・家事手伝い・留年・資格取得等を
希望する者は含まれません。

前工大
全国平均（全体）

建設業
26％

情報通信業
14％

公務８％
サービス業
３％

卸売業、小売業３％

製造業
12％

その他
10％

大学院
24％

令和６年度卒 就職率と進路状況

Instagram X（Twitter）

　令和６年度学部進路決定者は、約75％が就職し、約25％が大学院に進
学しました。
　就職率（就職希望者に対する就職決定者の割合 ）は、96.7％です。
　なお、学科別の詳しい進路状況については、本学ホームページに掲載し
ていますのでご覧ください。

※このグラフは令和６年度学部卒業生についての進路状況です。

前 橋 工 科 大 学 は、InstagramとX
（Twitter）も公開中！
前橋工科大学の今を見に来てください。

［ 学部生就職率の推移 ］

［ 学部生進路状況（業種等別）］

　学生デザインによるオリジナル旅がらす販売中！
　本学学生のデザインで彩られた前橋銘菓『旅がらす』が生協にて
販売中です！

オリジナル旅がらす

ご退官される先生
　令和８年３月をもって定年を迎えられます。
　教育・研究に、長きにわたりご尽力いただきましたことに感謝い
たします。

若松　　均　教授　　環境・デザイン領域
尾形　智夫　教授　　生命工学領域

　同窓会報は卒業生全員に郵送していますが、受取人不明
で返送されることが多々あります。転居・結婚等でお名前や
ご住所が変わる際などは、お知らせくださいますよう、お願
いします。

◎必須項目 ○変更内容
氏名 ( フリガナ ) 旧住所／電話番号

生年月日 新住所／電話番号
旧姓／新姓 勤務先名※

住所・氏名の変更について

二次元コードから
住所・氏名変更
連絡フォーム

※本会会員情報の充実を図り、本会と大学との連携をより
深くするため、会員の皆様方のご活躍状況をお知らせいた
だきたく、勤務先名の入力にもご協力をお願いします。

お電話の場合 027-265-7361

前橋工科大学同窓会について

　同窓会の活動を同窓会ホームページに掲載しております。
URLまたは二次元コードよりご覧ください。

ホームページ　
https://www.maebashi-it.ac.jp/dousoukai/ 同窓会

ホームページ
大学ホーム
ページTOP

　長年にわたり本学の発展のために尽力いただき、功績のあった
２名の先生に名誉教授の称号を授与しました。

［ 名誉教授称号授与者 ］
今村　一之　教授　　　善野　修平　教授

名誉教授称号授与式
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